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63億円

さ い に ゅ う

歳入

自
主

財源

依
存

財
源

63億円

さ い し ゅ つ

歳出

前 町 長 初 の 当 初 予 算 編 成令和４年度
当初予算

※グラフの数字は端数処理のため、必ずしも合計金額と一致しない。

衛生費
3億8147万円

6.1%

その他
4億1803万円　6.6%

教育費
5億2543万円

8.3%

土木費
6億5547万円

10.4%

農林水産業費
8億6835万円

13.8% 総務費
9億9932万円

15.9％

公債費
1０億6100万円

16.8%

民生費
13億9092万円

22.1%

国・県支出金
12億8169万円

20.3%

繰入金
 3億350万円

4.8%

使用料及び手数料
1億2816万円 2.0％

町税
5億2764万円

8.4%

繰越金
1億円1177万円 1.8％ その他自主財源

2億9539万円
4.7%

その他依存財源
2億316万円 3.2%

町債
4億4870万円

7.1%

地方交付税
30億円
47.6%

市町村間の格差を
なくすため国から
交付されるお金

高齢者・障がい者福
祉や子育て支援等に
使われるお金

町の借金返済に
充てるお金

防災や人件費、選挙
費用など様々なこと
に使われるお金

農林業・漁業等の振興
や支援、農業基盤整備
等に使われるお金

道路や町営住宅、
港・空港施設など
の新設・改修・維
持管理等に使われ
るお金

教育施設等の管理・
運営や、給食、生
涯学習に関する活
動などに使われる
お金

ごみ処理やし尿処
理、予防接種・検診
などに使われるお金

消防費、議会費、
商工費など

国や県からの補助金
など

国や銀行からの借金

地方消費税交付金や
地方譲与税など

町民税や固定資産税な
ど、町民のみなさんか
ら納められる税金

特別会計・基金など
から移されたお金

使用料・手数料や繰
越金、寄付金など

稼ぐ力の向上、脱炭素社会の実現

じ し ゅ ざ い げ ん

【自主財源】
町が集めるお金

い ぞ ん ざ い げ ん

【依存財源】
国や県、借入金に

頼るお金

第１回 定例会
3月8 日

▲

18日

令和　　年4

R 4 年度

R 3 年度

R 2 年度

H31年度
（R1年度）

H30年度

63億円

63億4898万円

61億9525万円

64億4055万円

68億9730万円

一
般
会
計
予
算
の
推
移

    

項　　目 今年度 前年度比

国民健康保険特別会計 10 億8568 万円 560 万円 減
介護保険特別会計 9 億7094 万円 1223 万円 増
後期高齢者医療特別会計 9909 万円 744 万円 増
下水道事業特別会計 2 億6491 万円 787 万円 増
農業集落排水事業特別会計 ３億2980 万円 9944 万円 増
奨学資金特別会計 1146 万円 117 万円 増
水道事業会計（収益的事業） 1 億8058 万円 42 万円 減

一般会計（歳出・歳入）
６3 億円【前年度対比　4898 万円減】

令和４年度特別会計等予算額（水道事業会計の資本的事業は除く）

令和 4 年 5 月 25 日 発行／第 155 号 当初予算 （2）
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令和 4 年 5 月 25 日 発行／第 155 号（3） 当初予算



番号 事業名 担当課 事業費
(自己負担等除く。)

重点新規ふるさと特産品支援事業 企画課 1,600

重点新規和泊町ブランディング事業 企画課 3,500

重点新規公共施設在り方検討事業 企画課 915

重点新規地域循環共生圏離島モデル策定調査事業 企画課 1,500

重点新規土づくり推進事業 経済課 3,000

重点新規生分解性マルチ推進事業 経済課 2,400

重点新規えらぶの魚普及事業 経済課 210

重点新規むぅるほうらしゃプロジェクト事業 土木課 10,579

重点新規家庭保育応援事業 町民支援課 2,310

重点新規健康づくり増進施設整備事業 保健福祉課 3,986

30,000

8 ・「むぅるほうらしゃプロジェクト事業」の一環として、電動アシスト自転車の購入助成を行
う。（購入代金の1/2又は各自転車の上限額：電動二輪車３万円、電動三輪車7万円、Eバイク
10万円）

事業費合計

10 ・住民の健康増進を目的とし、施設等整備事業を実施する。
　（町内の公園もしくは公共施設に、健康小道の設置等を検討中）

9 ・家庭で一人で保育を頑張っている母親に対し、ストレス解消のためエステ、美容室、マッサー
ジ及びタラソ施設等の利用料の助成を行う。（１万円の利用券：１回/2か月）

6

7 ・漁業体験で自己負担金も徴収（対象：町内在住の小学生～高校生、自己負担金２千円／1人）
・漁獲から、捌いて食するまでを実施・体験する。

5 ・土壌診断に基づく土づくりを推進し、環境保全に寄与する。
・土壌診断後の資材購入の一助（１/３を上限：補助の上限は5千円/10a）

・農家のコスト軽減に資するとともに、環境負荷の軽減が図られる。
・対象農家（ニンニク・里芋で約２００戸）
・1本当たり３千円補助、各品目４本まで対象。

4
・両町で実施する地域循環共生圏離島モデル策定調査事業。

・ふるさと納税返礼品の増加と特産品振興を目的に実施。
・新製品開発やパッケージリニューアル、成分分析等に要する費用を対象とする。(町内事業者に

限る。)　・50万円×３組程度（上限１/２）

1

・和泊町の島内・島外に向けたブランディングの促進。
（ふるさと納税や町の出来事の情報発信の強化・広報誌・Webサイトの充実化等）

2

3 ・町が保有する公共施設の在り方等を検討する。（施設の財政状況などを含めた今後の運営方針
等について、校区単位の説明会を開催し検討する。）

（単位：千円）

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

令和４年度　重点新規事業一覧

重点新規事業一覧 （4）令和 4 年 5 月 25 日 発行／第 155 号



■令和４年  第 1回  定例会 （3月 8日～ 18日）

議
案
等
番
号

件名 議員名（議席番号順）
議
事
結
果

【表の見方】
報 : 報告　承 : 承認　諮 : 諮問　議 : 議案　陳 : 陳情　発 : 発議　　　
◎ : 全会一致　◇ : 賛成　◆ : 反対　ー : 表決権なし

山
口
明
日
香

島
田
　
浩
樹

森
　
　
富
隆

川
畑
　
宏
一

池
田
　
正
一

喜
井
　
和
夫

児
玉
　
実
隆

東
　
　
弘
明

中
田
　
隆
洋

山
下
　
幸
秀

桂
　
　
弘
一

永
野
　
利
則

報 1 専決処分の報告について（物品購入契約の契約変更について） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー
報 2 専決処分の報告について（工事請負変更契約の締結について） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー
承 1 専決処分の承認を求めることについて（令和３年度和泊町一般会計補正予算　第７号）◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 承 認
承 2 専決処分の承認を求めることについて（令和３年度和泊町一般会計補正予算　第８号）◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 承 認
諮 1 人権擁護委員候補者の推薦について ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 同 意
議 1 和泊町企業版ふるさと納税基金条例の制定について ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決
議 2 和泊町総合交流施設建設基金条例の制定について ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決
議 3 町長等の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定について ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決
議 4 町長等の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例の制定について ◇ ◆ ◆ ◇ ◆ ◆ ◆ ◆ ◇ ◆ ◆ ー 否 決

議 5 和泊町職員の給与に関する条例及び和泊町一般職の任期付職員の採用及び給
与の特例に関する条例の一部を改正する条例の制定について ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 6 和泊町会計年度任用職員の給与，旅費及び費用弁償に関する条例の一部を改
正する条例の制定について ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 7 和泊町消防団条例の一部を改正する条例の制定について ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決
議 8 和泊町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 9 和泊町研修センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制
定について ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 10 和泊町運動広場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決
議 11 和泊町製氷施設の指定管理者の指定について ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 可 決
議 12 令和３年度和泊町一般会計補正予算（第９号）の議決について ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決
議 13 令和３年度和泊町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）の議決について ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決
議 14 令和３年度和泊町介護保険特別会計補正予算（第３号）の議決について ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決
議 15 令和３年度和泊町下水道事業特別会計補正予算 (第４号 )の議決について ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決
議 16 令和３年度和泊町農業集落排水事業特別会計補正予算 (第３号 )の議決について ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決
議 17 令和３年度和泊町水道事業会計補正予算（第３号）の議決について ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

発 1 和泊町議会議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制
定について ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 可 決

議 18 令和４年度和泊町一般会計予算の議決について ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決
議 19 令和４年度和泊町国民健康保険特別会計予算の議決について ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決
議 20 令和４年度和泊町介護保険特別会計予算の議決について ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決
議 21 令和４年度和泊町後期高齢者医療特別会計予算の議決について ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決
議 22 令和４年度和泊町下水道事業特別会計予算の議決について ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決
議 23 令和４年度和泊町農業集落排水事業特別会計予算の議決について ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決
議 24 令和４年度和泊町奨学資金特別会計予算の議決について ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決
議 25 令和４年度和泊町水道事業会計予算の議決について ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決
陳 2 国民の祝日「海の日」の7月20日に固定化する意見書を提出いただきたき件 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 採 択
発 2 国民の祝日「海の日」の7月20日への固定化を求める意見書 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 可 決

議員派遣について ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 可 決
議会運営委員会の閉会中の継続調査申出書について ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 可 決
各常任委員会の閉会中の継続調査申出書について ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 可 決

※永野利則議員は議長職のため、特別多数議決以外の議案については表決（賛成・反対の意思表示）権はありません。

賛成反対がわかれた案件
議案第４号
町長等の給与の特例に関する条例の一部を改
正する条例の制定について　（賛成３ 反対８）

〈反対討論〉
桂　弘一議員

　財政の健全化は、町民運動にまで広げる必
要がある。そのためにも現状を継続する必要
がある。

〈賛成討論〉
中田隆洋議員

　行政業務の構造改革によって財政健全化を
図るべき。給与削減は、災害発生時や町長の考
える新たな目的達成へ向けて行ってほしい。

番号 事業名 担当課 事業費
(自己負担等除く。)

重点新規ふるさと特産品支援事業 企画課 1,600

重点新規和泊町ブランディング事業 企画課 3,500

重点新規公共施設在り方検討事業 企画課 915

重点新規地域循環共生圏離島モデル策定調査事業 企画課 1,500

重点新規土づくり推進事業 経済課 3,000

重点新規生分解性マルチ推進事業 経済課 2,400

重点新規えらぶの魚普及事業 経済課 210

重点新規むぅるほうらしゃプロジェクト事業 土木課 10,579

重点新規家庭保育応援事業 町民支援課 2,310

重点新規健康づくり増進施設整備事業 保健福祉課 3,986

30,000

8 ・「むぅるほうらしゃプロジェクト事業」の一環として、電動アシスト自転車の購入助成を行
う。（購入代金の1/2又は各自転車の上限額：電動二輪車３万円、電動三輪車7万円、Eバイク
10万円）

事業費合計

10 ・住民の健康増進を目的とし、施設等整備事業を実施する。
　（町内の公園もしくは公共施設に、健康小道の設置等を検討中）

9 ・家庭で一人で保育を頑張っている母親に対し、ストレス解消のためエステ、美容室、マッサー
ジ及びタラソ施設等の利用料の助成を行う。（１万円の利用券：１回/2か月）

6

7 ・漁業体験で自己負担金も徴収（対象：町内在住の小学生～高校生、自己負担金２千円／1人）
・漁獲から、捌いて食するまでを実施・体験する。

5 ・土壌診断に基づく土づくりを推進し、環境保全に寄与する。
・土壌診断後の資材購入の一助（１/３を上限：補助の上限は5千円/10a）

・農家のコスト軽減に資するとともに、環境負荷の軽減が図られる。
・対象農家（ニンニク・里芋で約２００戸）
・1本当たり３千円補助、各品目４本まで対象。

4
・両町で実施する地域循環共生圏離島モデル策定調査事業。

・ふるさと納税返礼品の増加と特産品振興を目的に実施。
・新製品開発やパッケージリニューアル、成分分析等に要する費用を対象とする。(町内事業者に

限る。)　・50万円×３組程度（上限１/２）

1

・和泊町の島内・島外に向けたブランディングの促進。
（ふるさと納税や町の出来事の情報発信の強化・広報誌・Webサイトの充実化等）

2

3 ・町が保有する公共施設の在り方等を検討する。（施設の財政状況などを含めた今後の運営方針
等について、校区単位の説明会を開催し検討する。）

（単位：千円）

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

令和４年度　重点新規事業一覧

（5） こんなことが決まりました 令和 4 年 5 月 25 日 発行／第 155 号



一般質問とは？？

議員が町の行財政全般につ
いて、事務・予算等の執行状
況や、今後の
考え・方針を
聞き、疑問点
を質

ただ

すこと。

令和4年 第 1回
議会定例会

·喜
き

井
い

和
か ず お

夫議員 Ｐ 6
町民が支える未来の農業

·池
い け だ

田 正
しょういち

一議員 Ｐ 7
コロナ禍: 災害から

島民を守れ

·森
もり

富
とみ

隆
たか

議員 Ｐ 8
高齢者の生き甲斐

づくりの支援を

·山
やまぐち

口 明
あ す か

日香議員 Ｐ 9
よりよい子育て支援を

·中
な か だ

田 隆
たかひろ

洋議員 Ｐ 10
課題の共有、そして、

創意工夫

·川
かわばた

畑 宏
こういち

一議員 Ｐ 11
激動の時代に対応した

行財政運営を!!

·東
ひがし

弘
ひろあき

明議員 Ｐ 12
小さな声から

未来をつくる

·桂
かつら

弘
ひろかず

一議員 Ｐ 13
令和４年度の施政方針を問う!!

種
苗
法
に
つ
い
て

問
改
正
種
苗
法
が
令
和
４

年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る

が
、
本
島
の
農
産
物
へ
の
影
響

は
あ
る
の
か
。

答
種
苗
法
の
改
正
に
つ
い
て

は
、
令
和
３
年
４
月
に
一

部
改
正
法
が
施
行
さ
れ
て
お
り
、

登
録
品
種
を
譲
渡
す
る
場
合
、

品
種
名
な
ど
必
要
事
項
を
表
示

す
る
こ
と
が
義
務
と
な
っ
て
い

る
。こ

の
改
正
法
の
背
景
に
は
、
ブ

ド
ウ
な
ど
ブ
ラ
ン
ド
果
実
の
種
苗

が
海
外
に
流
出
し
た
こ
と
か
ら
、

種
苗
な
ど
農
産
物
の
知
的
財
産

の
保
護
が
目
的
と
な
っ
て
い
る
。

さ
と
う
き
び
に
つ
い
て
は
、
農

林
８
号
は
、
す
で
に
育
成
者
権

が
消
滅
し
て
い
る
の
で
、
一
般
品

種
扱
い
と
な
り
、
許
諾
は
不
要
。

そ
の
他
の
品
種
に
つ
い
て
は
、
ほ

と
ん
ど
が
国
の
研
究
機
関
で
あ

る
農
研
機
構
で
開
発
さ
れ
た
登

録
品
種
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
登
録
品
種
に
つ
い
て

は
、
種
苗
管
理
の
事
項
を
遵
守

す
る
こ
と
を
条
件
に
、
改
正
法

施
行
後
も
、
自
家
用
栽
培
向
け

増
殖
の
許
諾
手
続
き
は
不
要
と

な
る
。
な
お
、
登
録
品
種
に
つ

い
て
は
、
増
殖
し
た
種
苗
の
有

償
無
償
に
か
か
わ
ら
ず
、
他
人

に
譲
渡
で
き
な
い
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
。

輸
送
野
菜
に
つ
い
て
は
、
和

泊
町
で
生
産
さ
れ
て
い
る
バ
レ
イ

シ
ョ
の
登
録
品
種
は
、
ピ
ル
カ
と

ア
ロ
ー
ワ
と
な
っ
て
お
り
、
ピ
ル

カ
に
つ
い
て
は
農
研
機
構
と
長
崎

県
が
登
録
し
て
お
り
、
種
芋
入

手
後
１
年
間
に
か
ぎ
り
、
許
諾

手
続
き
不
要
で
自
家
増
殖
は
可

能
。
ア
ロ
ー
ワ
に
つ
い
て
は
、
一

般
企
業
が
登
録
し
て
お
り
、
自

家
増
殖
は
不
可
と
な
っ
て
い
る
。

花
き
に
つ
い
て
は
、
登
録
品
種

の
自
家
増
殖
に
関
し
て
許
諾
が

必
要
と
な
る
が
、
国
や
鹿
児
島

県
が
育
成
者
権
者
の
登
録
品
種

は
、
種
苗
管
理
の
事
項
を
遵
守

す
る
こ
と
を
条
件
に
、
許
諾
手

続
き
が
不
要
。

現
在
、
本
町
に
お
い
て
栽
培

さ
れ
て
い
る
品
種
に
つ
い
て
は
、

許
諾
手
続
き
の
必
要
な
品
種
は

生
産
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
影
響

は
無
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

畜
産
に
つ
い
て
は
、
種
子
は
購

入
し
て
栽
培
し
て
い
る
た
め
問

題
な
い
。

町
民
が
支
え
る
未
来
の
農
業

ココが聞きたい
一 般 質 問

喜
き い

井 和
か ず お

夫 議員

一般質問 （6）令和 4 年 5 月 25 日 発行／第 155 号



新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
い
て

問
５
歳
か
ら
11
歳
の
小
児
へ

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
３
月

に
も
開
始
予
定
で
あ
る
が
、
保

護
者
か
ら
副
反
応
や
後
遺
症
等

に
つ
い
て
不
安
の
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
効
果
や
安
全
性
の
情

報
提
供
等
、
不
安
解
消
の
た
め

の
対
策
は
。

答
５
歳
か
ら
11
歳
の
小
児
へ

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
は
、
新
し
い
ワ
ク
チ
ン
で
も
あ

り
不
安
に
感
じ
ら
れ
る
保
護
者

も
多
数
お
ら
れ
る
と
思
う
。
保

護
者
が
十
分
に
理
解
し
た
上
で

の
接
種
と
な
る
た
め
「
５
歳
か

ら
11
歳
の
お
子
様
と
保
護
者
の

方
へ
」
と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

区
長
会
を
通
し
て
全
戸
配
布
予

定
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
ワ
ク
チ

ン
の
効
果
や
副
反
応
に
つ
い
て
記

載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
各
ご
家
庭

で
ご
覧
に
な
り
、
ご
検
討
い
た
だ

き
た
い
。

接
種
の
実
施
方
法
に
つ
い
て

は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
副

反
応
等
懸
念
さ
れ
る
方
が
多
い

こ
と
や
、
接
種
の
有
無
に
よ
る

差
別
等
に
つ
な
が
ら
な
い
た
め
に

も
、
個
別
接
種
を
視
野
に
、
関

係
機
関
と
検
討
し
な
が
ら
安
心

し
て
接
種
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

危
機
管
理
防
災
体
制
に
つ
い
て

問
南
太
平
洋
ト
ン
ガ
諸
島
で

起
き
た
海
底
火
山
噴
火
の

影
響
で
１
月
16
日
の
未
明
に
津
波

警
報
が
発
令
さ
れ
各
地
で
混
乱

が
生
じ
た
が
、
本
町
の
対
応
は
。

答
16
日
午
前
０
時
15
分
に
津

波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
総
務
課
の
全
職
員
及

び
消
防
団
長
に
緊
急
招
集
を
か

け
た
。

午
前
０
時
30
分
に
災
害
警
戒

本
部
を
設
置
、
午
前
１
時
16
分
に

防
災
行
政
無
線
等
に
お
い
て
津
波

警
報
の
発
表
と
海
岸
付
近
へ
の
警

戒
に
つ
い
て
周
知
し
た
。

午
前
２
時
33
分
に
防
災
行
政

無
線
等
に
お
い
て
被
害
無
し
の

情
報
と
引
き
続
き
海
岸
付
近
へ
の

警
戒
及
び
落
ち
着
い
た
行
動
に
つ

い
て
、
周
知
し
た
。

午
前
７
時
30
分
に
は
津
波
警
報

が
注
意
報
へ
切
り
替
わ
っ
た
た
め
、

午
前
８
時
２
分
に
防
災
行
政
無
線

等
に
お
い
て
津
波
注
意
報
へ
の
移

行
と
、
引
き
続
き
注
意
報
解
除
ま

で
の
警
戒
と
落
ち
着
い
た
行
動
に

つ
い
て
周
知
し
た
。

午
後
２
時
10
分
に
情
報
連
絡

体
制
を
解
散
し
た
。

問
今
回
の
津
波
警
報
発
令
に

よ
り
、
見
え
た
課
題
は
何

か
。
ま
た
、
対
応
策
は
。

答
津
波
警
報
発
表
後
に
、
島

内
の
越
山
や
大
山
な
ど
の

高
台
に
お
い
て
、
車
で
の
避
難
が

殺
到
し
た
と
の
報
告
を
受
け
て

い
る
。

津
波
災
害
に
つ
い
て
、
本
町
で

は
、
原
則
、
徒
歩
で
の
避
難
と

し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
混
乱

が
発
生
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
今

後
の
課
題
だ
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
避
難
訓
練
の
際
に
は
、

原
則
徒
歩
で
の
避
難
に
つ
い
て
周

知
、
徹
底
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
今
回
の
津
波
警
報
は
、

地
震
に
よ
る
津
波
で
は
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
、
現
在
気
象
庁

に
お
い
て
も
議
論
を
進
め
て
い
る

の
で
、
今
後
の
気
象
庁
の
見
解

な
ど
を
踏
ま
え
、
対
応
策
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
：
災
害
か
ら
島
民
を
守
れ
‼ 

池
い け だ

田 正
しょういち

一 議員
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高
齢
者
の
い
き
が
い
づ
く
り
の

推
進
に
つ
い
て

問
和
泊
町
高
齢
者
元
気
度

ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業

の
活
動
状
況
は
。
ま
た
、
新
た

に
ポ
イ
ン
ト
付
与
対
象
と
な
っ
た

活
動
は
。

答
高
齢
者
元
気
度
ア
ッ
プ
・

ポ
イ
ン
ト
事
業
は
、
65
歳

以
上
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
て

い
る
事
業
。
２
月
１
日
現
在
の

高
齢
者
人
口
の
２
３
２
４
名
に
対

し
て
事
業
登
録
者
数
は
４
２
８

名
。
高
齢
者
の
約
２
割
の
方
が

事
業
の
登
録
を
さ
れ
、
健
康
増

進
活
動
や
社
会
参
加
活
動
等
に

参
加
さ
れ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
、
規
模
を
縮

小
し
て
い
る
活
動
や
、
感
染
者

が
判
明
し
た
際
は
自
粛
し
て
い

る
活
動
も
あ
る
が
、
感
染
予
防

対
策
を
徹
底
し
、
事
業
の
実
施

が
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

新
た
に
追
加
し
た
対
象
活
動

は
、
閉
じ
こ
も
り
傾
向
に
あ
る

高
齢
者
の
社
会
参
加
活
動
と
し

て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を

ポ
イ
ン
ト
付
与
対
象
活
動
と
し

て
い
る
。

高
齢
者
の
健
康
増
進
活
動
や

社
会
参
加
、
介
護
予
防
活
動
、

地
域
貢
献
学
習
等
活
動
を
実
施

又
は
計
画
し
て
い
る
場
合
は
、

対
象
活
動
の
登
録
が
可
能
か
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相

談
を
。

問
コ
ロ
ナ
禍
は
新
た
な
変
異

株
の
感
染
拡
大
で
、
厳
し

い
社
会
情
勢
が
続
い
て
い
る
が
、

長
寿
会
活
動
の
維
持
と
活
性
化

の
考
え
は
。

答
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
長
寿

会
の
活
動
中
止
や
規
模
縮

小
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
状

況
で
あ
る
が
、
活
動
は
高
齢
者

の
生
き
が
い
づ
く
り
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
る
面
も
あ
る
。
会

の
活
動
維
持
と
し
て
、
三
密
の

回
避
や
参
加
前
の
受
付
に
て
検

温
や
消
毒
を
行
う
な
ど
、「
新
し

い
生
活
様
式
」
に
基
づ
い
た
感

染
症
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
活
性
化
に
つ
い
て
は
、

高
齢
者
の
活
動
が
で
き
な
い
こ
と

に
対
す
る※

コ
ロ
ナ
フ
レ
イ
ル
の
回

避
の
た
め
に
、
サ
ン
サ
ン
テ
レ
ビ

に
て
自
宅
で
行
え
る
体
操
動
画

の
撮
影
や
、
コ
ロ
ナ
終
息
後
に
長

寿
会
の
活
動
に
参
加
で
き
る
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う

支
援
し
て
き
た
。

今
後
も
感
染
状
況
、
社
会
情

勢
等
に
応
じ
て
長
寿
会
の
活
動

が
行
え
る
よ
う
支
援
し
て
い
き

た
い
。

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
の
支
援
を

森
もり

富
とみ

隆
たか

 議員

※コロナフレイルって？

高齢者の筋力や気
力が低下し、介護
が必要となる一歩
手前の状態。

ポイント利用までの流れ
ポイントは５ポイント（500 円）ごと
に交換ができます。
例えば…５・10・15・20・25・30・
35・40・45・50 ポイントが貯まった
場合随時交換が可能です。また、一括
で 50 ポイント貯まってからの交換も
可能です。

一般質問 （8）令和 4 年 5 月 25 日 発行／第 155 号



子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問
令
和
４
年
度
の
各
こ
ど
も

園
等
の
職
員
の
人
員
確
保

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

ま
た
、
職
員
の
労
働
環
境
は
。

答
職
員
の
人
員
確
保
に
つ
い

て
は
、
４
月
か
ら
の
入
園

児
数
が
、
内
城
・
国
頭
・
大
城
こ

ど
も
園
の
３
園
と
も
定
員
を
下

回
っ
て
お
り
、
現
職
員
と
新
規
採

用
１
名
で
対
応
可
能
と
な
っ
て
い

る
。
引
き
続
き
、
求
職
希
望
者

の
中
に
保
育
士
の
資
格
を
持
つ

者
が
い
た
ら
、
声
掛
け
す
る
な

ど
し
て
確
保
に
努
め
る
。
労
働

環
境
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
て
乳
児
の
午
睡
チ
ェ
ッ
ク
や

空
調
の
整
備
、
ト
イ
レ
の
改
修

工
事
な
ど
、
各
園
の
必
要
性
を

考
慮
し
て
、
労
働
環
境
の
改
善

を
図
っ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て

問
園
児
や
児
童
・
生
徒
の
マ

ス
ク
着
用
の
状
況
は
。

答
町
内
の
保
育
園
・
こ
ど
も

園
で
の
マ
ス
ク
着
用
の
状

況
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
の
基
本
的
対
処
方
針

に
お
い
て
、
２
歳
未
満
児
に
は
マ

ス
ク
着
用
が
奨
め
て
ら
れ
て
い
な

い
た
め
、
着
用
者
は
ほ
と
ん
ど
い

な
い
。
２
歳
か
ら
５
歳
児
ク
ラ
ス

に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
園
児

が
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
る
が
、

常
時
着
用
が
で
き
る
の
で
は
な

く
、
屋
外
で
は
マ
ス
ク
を
着
用
せ

ず
に
活
動
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
園
児
の
マ
ス
ク
着
用
に
つ
い

て
は
保
護
者
の
意
見
も
様
々
で

あ
り
、
基
本
的
対
処
方
針
に
お

い
て
も
「
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
場

合
は
、
息
苦
し
く
な
い
か
、
嘔

吐
し
て
い
な
い
か
な
ど
の
子
ど
も

の
体
調
変
化
に
十
分
注
意
す
る

ほ
か
、
本
人
が
調
子
の
悪
い
場

合
や
、
持
続
的
な
マ
ス
ク
着
用

が
難
し
い
場
合
は
、
無
理
し
て

着
用
さ
せ
る
必
要
は
な
い
こ
と
」

と
明
記
さ
れ
て
い
る
た
め
園
児
の

マ
ス
ク
着
用
に
関
し
て
は
、
慎
重

な
対
応
を
心
掛
け
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

幼
稚
園
や
小
・
中
学
校
に
お
い

て
は
、
文
部
科
学
省
の
「
学
校
に

お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
関
す
る
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
に
従
っ
て
感
染
症
対
策
の

徹
底
を
行
っ
て
い
る
。
園
児
や
児

童
・
生
徒
の
マ
ス
ク
着
用
に
つ
い

て
も
、
同
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
示
さ
れ

て
い
る
「
学
校
や
園
で
の
必
要

な
場
面
で
の
マ
ス
ク
の
適
切
な
着

用
」
の
記
述
に
基
づ
き
対
応
し
て

い
る
。
学
校
や
園
で
の
教
育
活
動

は
、
登
下
校
や
授
業
、
給
食
等
、

様
々
な
場
面
が
考
え
ら
れ
る
が
、

原
則
と
し
て
身
体
的
距
離
が
十
分

に
と
れ
な
い
と
き
は
マ
ス
ク
を
着

用
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
熱
中

症
な
ど
の
健
康
被
害
が
発
生
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
き
や
体
育
の
授

業
、
部
活
動
、
児
童
・
生
徒
等
本

人
が
息
苦
し
い
と
感
じ
た
と
き
な

ど
に
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
は
必
要

な
い
。
ま
た
、
発
達
上
の
障
害
や

マ
ス
ク
の
着
用
に
支
障
を
き
た
す

可
能
性
の
あ
る
特
定
の
健
康
状
態

を
も
つ
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
は
、

マ
ス
ク
の
着
用
を
強
制
す
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、
教
育

活
動
の
場
面
や
活
動
内
容
、
本
人

の
状
況
等
を
踏
ま
え
た
う
え
で
適

切
に
対
応
し
て
い
る
。

よ

り

よ

い

子

育

て

支

援

を

山
やまぐち

口明
あ す か

日香 議員

▲ 子ども達の健全な成長に
資する感染対策を
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施
政
方
針
と
当
初
予
算
に
つ
い
て

問
町
長
の
政
策
は
、
施
政
方

針
と
当
初
予
算
編
成
に
お

い
て
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て

い
る
か
。

答
特
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
、
安
心
・

安
全
の
ま
ち
づ
く
り
、
農
林
水

産
業
の
振
興
、
商
工
・
観
光
・
地

域
経
済
の
活
性
化
、
教
育
行
政

の
振
興
に
努
め
る
。
こ
の
他
、

循
環
型
エ
コ
の
ま
ち
づ
く
り
、
デ

ジ
タ
ル
化
の
推
進
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
推
進
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
踏
ま
え

機
能
的
か
つ
簡
素
で
効
率
的
な

行
政
運
営
に
向
け
た
施
策
を
推

進
し
て
い
く
。

ま
た
、
重
点
新
規
事
業
枠
を

設
け
、
第
６
次
総
合
振
興
計
画

の
推
進
や
子
育
て
環
境
の
充
実

な
ど
、
10
項
目
３
千
万
円
の
事

業
を
実
施
し
、
町
民
の
行
政
需

要
に
対
応
す
る
施
策
の
推
進
に

取
り
組
む
。

財
政
に
つ
い
て

問
令
和
３
年
度
か
ら
４
年
度

に
か
け
、
財
政
指
標
の
改

善
は
ど
の
よ
う
に
見
込
ま
れ
て

い
る
か
。
ま
た
、
財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
見
直
し
は
な
さ
れ

た
の
か
。

答
令
和
元
年
度
決
算
か
ら
令

和
２
年
度
決
算
に
、
財
政

指
標
は
改
善
傾
向
に
あ
り
、
令

和
２
年
度
か
ら
３
年
度
に
か
け
て

も
同
様
の
傾
向
が
見
込
ま
れ
る
。

ま
た
、
令
和
３
年
度
途
中
か
ら
、

補
正
予
算
に
対
す
る
根
本
的
な

考
え
方
を
見
直
し
、
当
初
予
算

で
編
成
し
た
年
間
所
要
額
内
で

対
応
す
る
こ
と
と
し
た
た
め
、

今
後
、
財
政
指
標
の
改
善
に
寄

与
す
る
と
考
え
る
。

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
は
、
令
和
３
年
10
月
に
各

課
（
局
）
に
対
し
、
向
こ
う
10

年
間
の
普
通
建
設
事
業
費
の
調

査
を
改
め
て
行
い
、
財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。

所
有
者
不
明
土
地
対
策
に
つ
い
て

問
相
続
土
地
国
庫
帰
属
法
や

民
法
等
の
改
正
に
伴
い
、

所
有
者
不
明
土
地
対
策
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
講
じ
て
い
く
か
。

答
令
和
５
年
４
月
か
ら
段
階

的
に
各
種
法
案
が
施
行
さ

れ
る
の
で
、
法
務
局
を
含
め
関

係
機
関
と
連
携
し
周
知
等
を
図
っ

て
い
く
ほ
か
、
本
町
に
所
有
者

不
明
土
地
が
ど
の
程
度
存
在
す

る
か
、
情
報
収
集
に
努
め
な
が

ら
関
係
機
関
と
連
携
し
て
対
策

を
検
討
し
て
い
く
。

課
題
の
共
有
、
そ
し
て
、
創
意
工
夫

【Ｐ11の説明】

※① ＤＸ ............  「ＩＴの浸透が人々の生活をあらゆ
る面でより良い方面に変化させる」
という概念

※② ＡＩ・ＯＣＲ ...手書き書類や帳票の文字を、ＡＩ
技術を用いて高精度で読み取り
データ化するサービス

※③ ＲＰＡ ..........ＰＣ内のソフトウェアロボットがデ
スクワークを自動で処理するサー
ビス

中
な か だ

田 隆
たかひろ

洋 議員

▲ 満開を迎えた笠石海浜公園のスカシユリ
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令
和
４
年
度
当
初
予
算
編
成
に

お
け
る
、
取
り
組
み
は
。

問
財
政
の
早
期
健
全
化
に
つ

い
て

答
職
員
全
体
で
財
政
状
況
に

対
す
る
危
機
意
識
を
共

有
し
、
予
算
要
求
か
ら
徹
底
し

た
見
直
し
を
行
い
、
義
務
的
経

費
や
投
資
的
経
費
を
除
く
一
般

政
策
経
費
を
前
年
度
比
93
％
内

と
な
る
よ
う
努
め
た
。
そ
の
結

果
、
令
和
4
年
度
の
一
般
会
計
当

初
予
算
は
、
令
和
3
年
度
か
ら

４
８
９
８
万
１
千
円
減
の
63
億

円
で
計
上
し
た
。
財
政
指
標
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
水
準
だ
が
、

必
要
不
可
欠
な
施
策
は
進
め
つ
つ

持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
図
っ
て

い
く
。

問
自
治
体
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（※
①

Ｄ
Ｘ
）
の
推
進
に
つ
い
て

答
国
の
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
計

画
に
お
い
て
①
自
治
体
の

情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
・
共
通

化
②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
促
進
③
自
治
体
の
行
政
手
続

の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
④
Ａ
Ｉ
・
Ｒ
Ｐ

Ａ
の
利
用
促
進
⑤
テ
レ
ワ
ー
ク

の
推
進
⑥
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の

徹
底
、
な
ど
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
構

築
に
向
け
た
取
り
組
み
が
全
自

治
体
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
令

和
４
年
度
は
、※
②

Ａ
Ｉ
・
Ｏ
Ｃ
Ｒ
及

び※
③

Ｒ
Ｐ
Ａ
の
導
入
事
業
を
予
定
し

て
お
り
、
企
画
課
を
中
心
に
全

て
の
部
署
が
連
携
し
た
推
進
体

制
を
構
築
し
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
介
護
人
材
確
保
に
つ
い
て

答
中
学
生
以
上
が
対
象
で
、

社
会
参
加
・
就
労
的
活
動

を
推
進
す
る
と
と
も
に
介
護
現
場

で
の
更
な
る
活
躍
を
支
援
し
、
介

護
人
材
の
裾
野
を
拡
大
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
介
護
人
材
確
保

ポ
イ
ン
ト
事
業
を
令
和
3
年
度
か

ら
実
施
し
て
い
る
。
地
域
全
体
で

高
齢
者
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り

や
、
介
護
分
野
へ
の
関
心
及
び
地

域
包
括
ケ
ア
の
推
進
に
不
可
欠
な

住
民
参
加
の
認
識
を
高
め
て
い
け

る
よ
う
令
和
4
年
度
も
引
き
続

き
実
施
す
る
。
ま
た
、
沖
永
良

部
介
護
福
祉
士
会
の
人
材
確
保
・

定
着
を
目
的
と
し
た
活
動
へ
の
支

援
を
引
き
続
き
行
う
。

問
循
環
型
社
会
構
築
に
つ
い
て

答
「
和
泊
町
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
計

画
」
を
基
に
「
第
６
次
総

合
振
興
計
画
」
を
着
実
に
推
進

す
る
。
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対

策
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
快
適
な

住
環
境
保
持
の
た
め
、
廃
棄
物
等

の
発
生
抑
制
・
資
源
の
循
環
的
な

利
用
・
適
正
な
処
分
が
な
さ
れ
る

よ
う
努
め
て
い
く
。
令
和
3
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る
「
家
庭
用
生

ご
み
処
理
機
等
設
置
費
助
成
事

業
」
を
継
続
し
て
取
り
組
む
と
と

も
に
、
ご
み
の
不
適
正
排
出
・
不

法
投
棄
や
ポ
イ
捨
て
防
止
に
つ
い

て
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化
を

図
り
、
町
民
が
ご
み
を
出
さ
な
い

暮
ら
し
へ
と
価
値
転
換
で
き
る
よ

う
普
及
・
啓
発
に
努
め
る
。

問
南
洲
橋
整
備
計
画
に
つ
い
て

答
南
洲
橋
は
石
橋
に
床
版
を

載
せ
た
車
道
用
橋
梁
の
両

側
に
歩
行
者
用
の
側
道
橋
が
あ

る
３
つ
の
橋
梁
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
海
側
に
あ
る
側
道
橋
は
損

傷
が
激
し
く
更
新
計
画
が
策
定

さ
れ
、
撤
去
が
完
了
し
て
い
る
。

今
後
、
新
た
な
側
道
橋
架
設
工

事
を
計
画
し
て
い
る
が
、
多
額

の
予
算
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

着
工
時
期
に
つ
い
て
は
他
事
業
の

増
減
推
移
を
見
な
が
ら
予
算
の

平
準
化
を
図
り
執
行
す
る
よ
う

検
討
し
て
い
る
。

危
機
管
理
に
つ
い
て

問
ト
ン
ガ
諸
島
海
底
火
山
噴

火
に
伴
う
津
波
警
報
発
令

へ
の
対
応
に
お
け
る
課
題
は
。

答
（
Ｐ
７
池
田
議
員
へ
の
答
弁

参
照
）

激
動
の
時
代
に
対
応
し
た
行
財
政
運
営
を
‼ 

川
かわばた

畑 宏
こういち

一 議員
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て

問
今
後
予
想
さ
れ
る
変
異
株

に
備
え
、
ど
の
よ
う
な
対

策
を
講
じ
て
い
く
の
か
。

答
今
後
、
新
た
な
変
異
株
が

発
生
し
て
も
、
令
和
４
年

２
月
に
改
訂
し
た
「
沖
永
良
部

島
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
警
戒
レ

ベ
ル
」
を
目
安
に
対
応
し
て
い
く
。

現
在
は
、
集
団
感
染
の
発
生

や
、
感
染
経
路
不
明
者
が
複
数

確
認
さ
れ
る
な
ど
、
警
戒
レ
ベ
ル

と
し
て
は
最
上
位
の
レ
ベ
ル
４
に

相
当
す
る
た
め
、
サ
ン
サ
ン
テ
レ

ビ
等
で
広
報
し
て
い
る
よ
う
に
、

町
民
の
皆
様
へ
不
要
不
急
の
外
出

自
粛
を
要
請
し
て
い
る
。

障
が
い
者
福
祉
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

問
障
が
い
児
に
対
す
る
支
援

に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
の
支

援
内
容
の
拡
充
は
。

答
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
に

対
す
る
支
援
に
「
療
育
」

と
総
称
さ
れ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス

が
あ
り
、
和
泊
町
で
は
約
90
人

の
児
童
が
利
用
し
て
い
る
。

こ
れ
は
国
の
必
須
事
業
で
、
島

内
で
は
６
つ
の
事
業
所
に
お
い
て

計
画
作
成
等
を
担
う
相
談
支
援

サ
ー
ビ
ス
と
通
所
型
の
児
童
発

達
支
援
・
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
及
び
訪
問
型
の
保
育
所
等
訪

問
支
援
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
の
サ
ー
ビ
ス
も
、
個
々

の
特
性
に
つ
い
て
評
価
を
行
っ
た

う
え
で
、
そ
れ
に
応
じ
た
関
わ
り

を
通
し
、
対
象
と
な
る
児
童
が

無
理
な
く
社
会
と
共
存
で
き
る

手
段
や
方
法
を
模
索
し
有
効
な

訓
練
を
実
施
し
て
い
く
も
の
で
あ

る
。な

お
、
対
象
と
な
る
児
童
は
、

身
体
に
障
が
い
の
あ
る
児
童
、

発
達
障
が
い
又
は
そ
の
可
能
性

の
あ
る
児
童
、
知
的
障
が
い
の

あ
る
児
童
等
と
さ
れ
て
お
り
、

診
断
や
各
種
手
帳
に
つ
い
て
は
必

須
で
は
な
い
。

今
後
の
支
援
の
拡
充
に
つ
い
て

は
、
地
域
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
の
把

握
を
行
っ
た
う
え
で
関
係
者
の
皆

様
と
協
議
し
検
討
し
て
い
く
。

問
障
が
い
者
の
雇
用
実
態
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
「
障
が
い
者
就

労
支
援
施
設
さ
ね
ん
」
に
お
け

る
利
用
者
の
状
況
は
。

答
障
が
い
者
の
雇
用
実
態
に

つ
い
て
、
本
町
で
把
握
し

て
い
る
の
は
、
令
和
３
年
度
、「
あ

ま
み
障
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
」
に
新
規
相
談
者
が

２
名
、「
障
が
い
者
就
労
支
援
施

設
さ
ね
ん
」
に
新
規
利
用
者
が

２
名
、
一
般
企
業
就
労
に
２
名
の

方
が
繋
が
っ
て
い
る
。

「
障
が
い
者
就
労
支
援
施
設
さ

ね
ん
」
に
お
け
る
利
用
者
状
況

は
、
給
付
決
定
者
数
22
名
の
う

ち
、
実
利
用
者
月
平
均
は
、
20

名
程
度
。

奄
美
市
に
あ
る
「
あ
ま
み
障

が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
」
や
「
障
が
い
者
就
労
支

援
施
設
さ
ね
ん
」
な
ど
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地

域
で
の
就
労
継
続
支
援
が
で
き

る
よ
う
取
り
組
み
を
続
け
る
。

小
さ
な
声
か
ら
未
来
を
つ
く
る

東
ひがし

弘
ひろあき

明 議員

▲ 笠石ゆり園
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令
和
４
年
度
の
施
政
方
針
に
つ

い
て問

「
稼
ぐ
力
」
の
向
上
に
資

す
る
施
策
と
あ
る
が
、
具

体
的
な
体
制
は
。

答

｢

稼
ぐ
力｣

を
強
化
す
る
た

め
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

市
場
を
リ
サ
ー
チ
、
積
極
的
な
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
官
民
が
連
携
し

全
国
に
誇
れ
る
魅
力
的
な
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
開
発
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
専
門

職
員
を
１
名
配
置
す
る
な
ど
、
体

制
を
強
化
し
て
い
く
予
定
。

問
新
た
に
重
点
新
規
事
業
枠

を
設
け
る
と
あ
る
が
、
そ

の
目
的
等
事
業
内
容
は
。

答
ふ
る
さ
と
納
税
額
の
増
加

へ
向
け
た
返
礼
品
開
発
へ

の
支
援
や
宣
伝
、
セ
ー
ル
ス
の

充
実
を
図
る
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
や

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
促
進
、
ま
た

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点

か
ら
、
今
後
の
有
線
テ
レ
ビ
の
在

り
方
に
つ
い
て
の
調
査
事
業
、
６

次
総
合
振
興
計
画
の
「
む
ぅ
る

ほ
う
ら
し
ゃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

自
転
車
活
用
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
の
事
業
を

計
画
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
子
育
て
環
境
の
充

実
へ
向
け
、
家
庭
保
育
者
へ
の
支

援
や
健
康
づ
く
り
増
進
事
業
、
脱

炭
素
化
社
会
推
進
事
業
、
ま
た
、

農
業
、
水
産
業
の
振
興
と
し
て
、

土
づ
く
り
支
援
、
コ
ス
ト
軽
減
へ

向
け
た
生
分
解
性
マ
ル
チ
資
材
の

助
成
事
業
や
島
内
産
魚
介
類
の

消
費
拡
大
や
漁
業
者
の
担
い
手
確

保
へ
向
け
た
「
え
ら
ぶ
の
魚
普
及

事
業
」
を
計
画
し
て
い
る
。

問
有
機
農
業
に
よ
る
農
産
物

の
高
付
加
価
値
化
と
あ
る

が
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
か
ら

始
め
る
の
か
。

答
生
産
者
の
所
得
向
上
の
可

能
性
に
つ
い
て
調
査
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
ま
ず

は
、
研
修
会
等
の
機
会
を
設
け
、

生
産
者
が
有
機
農
業
に
つ
い
て

関
心
と
理
解
を
深
め
ら
れ
る
取

り
組
み
を
進
め
る
。

問
「
確
か
な
学
力
の
定
着
」
、

そ
の
た
め
の
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
構
築
さ
れ
て
い
る
か
。

答
夢
や
志
を
も
ち
主
体
的
に

学
ぶ
児
童
生
徒
の
育
成
を

図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

授
業
の
充
実
、
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
充
実
、
家
庭
学
習
の
充
実
の

３
つ
の
柱
に
よ
る
学
び
の
充
実
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

問
総
合
交
流
ア
リ
ー
ナ
の
建

設
へ
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
と
あ
る
が
、
令
和

４
年
度
の
計
画
は
。

答
町
民
の
皆
様
か
ら
の
御
意

見
を
参
考
に
、
規
模
や
候

補
地
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ま
た
、
令
和
４
年
度
よ
り
新
た

に
「
総
合
交
流
施
設
建
設
基
金
」

の
設
置
を
提
案
し
て
い
る
と
こ

ろ
。有

利
な
補
助
事
業
の
獲
得
や
、

民
間
資
金
の
活
用
な
ど
、
様
々

な
可
能
性
を
検
討
す
る
。

世
之
主
関
連
の
文
化
財
の
保
護

活
用
に
つ
い
て

問
城
跡
の
調
査
・
修
復
計
画
が

遅
れ
て
い
る
の
は
何
故
か
。

答
町
指
定
史
跡
「
世
之
主
の

城
跡
」は
、令
和
３
年
度
は
、

文
化
庁
国
庫
補
助
事
業
を
活
用

し
、
航
空
レ
ー
ザ
ー
地
形
測
量

を
実
施
し
、
現
状
の
記
録
作
成

を
行
っ
た
。

令
和
４
年
度
の
県
地
域
振
興

推
進
事
業
に
申
請
し
て
お
り
、

令
和
４
年
度
当
初
予
算
に
も
計

上
し
た
と
こ
ろ
。

問
世
之
主
の
墓
全
体
の
修
復

計
画
を
立
て
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
県
と
の
協
議
は
。

答
令
和
８
年
の
国
史
跡
指
定

を
目
指
し
た
調
査
を
実
施

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
文
化

庁
と
県
文
化
財
課
と
の
協
議
で
、

世
之
主
の
墓
損
傷
箇
所
に
つ
い
て

は
、
国
指
定
ま
で
は
大
規
模
な

改
変
は
実
施
し
な
い
旨
、
方
向

性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

令
和
４
年
度
の
施
政
方
針
を
問
う
‼ 

桂
かつら

弘
ひろかず

一 議員
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編 集 後 記

pickup人 事 案 件

　生まれも育ちも東京の
私は田舎への憧れがあ
り、えらぶのどこまでも

続く青い海と空、赤土、亜熱帯植物。満点の星空
と電照菊。静かな街並み、どこの誰かもわからない
私に話しかけてくれるおじい、おばあ。島の魅力を
教えてくれる周りの人々。すぐにこの島の虜になり
ました。
　一人目の子どもを島で出産し、初めての育児に分
からないことだらけ。まだ喋らぬ我が子との時間を
長く感じた時もありました。今思い出せば、孤独を
感じたり、憂鬱だったりした時間は、産後うつやホ
ルモンのせいだったんだろうなと感じます。
　二人目出産までは観光業や居酒屋に勤め、人との
関わりの中で子どもの成長を見守り、助け合い、自
然の中で子育てができる喜びを知りました。子育て
中の出会いで、一人目育児に孤独を感じた人が多い
ことにも気づきました。 
　たまたま見つけた沖永良部島という知らない名前
の島の求人広告を見つけてから１３年。仕事のほか
様々なことに人に助けられ向き合い、自然に癒され、
子どもの成長と共に自身の成長をしてきた私にとっ

て、この島は第二の故郷です。
　Iターン・転勤族の多い離島での子育て、増えて
いる高齢出産。悩みの尽きない子どもとの携わりを
離島でも関係なく支援できるような環境になってほ
しい。子育てする側もされる側にとっても心豊かで
いれる環境、支援が欲しい。こんなに魅力あふれる
島で子育てをしたい人もする人も減っていく現状を
変えたい。本土では当たり前のことが離島だから仕
方ないではなく、離島だからこそのいいところに変
えたい。やれることはなんだろうと町民支援課へ相
談に行き、昨年１０月にNPO法人 SMAPPYを設
立しました。設立準備期間から旧ニコニコクリニッ
クを貸していただき、ボランティアを募り院内のリノ
ベーション作業を進め、安心安全な遊べる環境、室
内遊具の整備を昨年 11月から始めました。みんな
で子育てを、大人も子どもも笑顔になれる居場所
を理念に活動しています。現在はおきえらぶ百貨店
監修のもと心にも体にも優しいカフェも同拠点内に
オープンしました。運営を継続してくため様々な挑
戦はしつつ、自主運営ができるようなシステムを模
索していきます。

　本町の令和４年度予算が決定をいたしました。
　町長の重要施策として福祉サービスが拡充された予算
となっております。

また、脱炭素・CO2 ゼロ政策に向かって進んでまいります。
　コロナ禍の中、感染には十分お気をつけください。

文責　児玉　実隆
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今 号 の 表 紙

今回の表紙は、４月６日に行
われた「令和４年度大城小学
校入学式」の様子。緊張した
表情もみられる新１年生６名
です。

町民エッセイリレー

絆のバトン絆のバトン

プロフィール

新納　佳恵 さん
（写真の中心）
2021 年 10 月 NPO 法 人
SMAPPY 発足。 子育支
援、環境をより良くする
ための活動を行っている。
現在遊び場の活動資金、
食育、地産地消を目的と
したカフェを併設した室内
遊具施設を運営中。

人
じんけん

権 擁
よ う ご

護 委員 
町民から人権相談を受け、問題
解決のお手伝い、法務局職員と
協力して人権侵害から被害者の救出や、人権につ
いての啓発活動を行う。

■本部 玲子 氏   再任

人
じんけん

権 擁
よ う ごよ う ご

護 委員 

託児事業準備中
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